
埼玉県内の小・中学校における特別支援教育の現状を
踏まえた 校内研修の提案

みんながわかる授業づくりアイデアシート

特徴

日々の授業づくりや、校内研修モデルにて活用できる「みんながわかる授業づくりアイデア

シート」を作成しています。県内の小・中学校の通常の学級での特別支援教育について、実

践例を収集した調査がもとになっています。

活用していただきたい方

・ 小中学校の通常の学級や特別支援教育コーディネーターの先生

・ 小中学校の管理職の先生

・ 教育委員会の指導主事の先生

研究成果の活用

「みんながわかる授業づくりアイデアシート」は、指導案作りや研究授業等の
研修や、通常の学級における特別支援教育の視点を生かした環境づくりや教育
的ニーズに応じた指導・支援に活用できます。

みんながわかる授業づくりアイデアシートの特徴

＊「１【一人一人の持ち物が整理しやすい工夫】」の一部を抜粋して掲載

1２項目、１項目２枚
からなるシートです

それぞれの項目に
①～⑦までの小項
目を設けています

小項目１つにつき、
３～８程度の要素を
記載しています



７． 研修： （7 -1） 園内・校内における研修の実施

： （7 -2） 校内研修を活用した理解・専門性の向上

p.６７～１０８

シートを参考にして取り組むことで、一人一人の児童生徒の教育的ニーズに
応じた授業づくりを考える上でのヒントになります。

県内の小・中学校の通常の学級における特別支援教育について、具体的にどのような手立てで指導を

行っているか、実践例を収集する目的で質問紙調査を実施しています。その調査結果から日々の授

業づくりや、校内研修モデルにて活用できる「みんながわかる授業づくりアイデアシート」を作成しま

した。

「みんながわかる授業づくりアイデアシート」は、以下の項目からなっており、それぞれ「学級全体に対

しての配慮」と「個別に対しての配慮」から構成されています。

１ 【一人一人の持ち物が整理しやすい工夫】

２ 【児童生徒にわかるように示す工夫】

３ 【集中できる教室環境の工夫】

４ 【授業の見通しの持たせ方の工夫】

５ 【わかりやすい伝え方の工夫】

６ 【考えをまとめさせるための工夫】

７ 【理解を促す学習形態の工夫】

８ 【実態に応じた教材・教具の工夫】

９ 【児童生徒が自分の考えを伝えやすい工夫】

*インクルーシブ教育システム構築の観点は、国立特別支援教育総合研究所横断的研究「我が国におけるインク
ルーシブ教育システムの構築に関する総合的研究」で検討したインクルＣＯＭＰＡＳＳの観点を規準にしています。

研究の内容と主な成果

インクルーシブ教育システム構築との関連性

地域実践研究 インクルーシブ教育システムの 理解啓発に関する研究
研究成果報告書
（平成３０年度～令和元年度） p.７７～９８

詳しい内容
は報告書を
ご覧下さい

「学級全体」と「個別」
の両方へ配慮ができ
るようにしています

＊「１【一人一人の持ち物が整理しやすい工夫】」の一部を抜粋して掲載

https://www.nise.go.jp/nc/report_material/research_results_publications/
specialized_research/b-337


